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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】これまで、本態性高血圧患者血中の好中球による活性酸素産生が有意に亢進していることを報告してき
た。今回、好中球に起因する酸化ストレスと高血圧との因果関係を知る目的で、spontaneously hypertensive rat
（SHR）とWistar Kyoto rat（WKY）を好中球のprotein 
kinase C（PKC）と NADPH oxidase の挙動を比較解析した。また、本細胞のアドレナリン受容体が酸化ストレ
スに関与する可能性を各種ブロッカーを用いて検討した。 
【方法】6週齢と16週齢のラット腹腔より好中球を採取した。好中球の活性酸素産生動態は蛍光プローブ2’，7’
－carboxy dichlordihydrofluorescein diacetate bis－acetoxymethyl ester（CDCFH）とフローサイトメー
ターを用いて解析した。PKC と NADPH oxidase の活性化はWestern blotting法で解析した。 
【結果】6週齢及び16週齢の SHR の血中及び腹腔内好中球の活性酸素産生能は WKY のそれに比べて有意に
亢進しており、PKC 阻害剤やNADPH oxidase阻害剤により有意に抑制された。Phorbol 12-myrista e 13－acetate
（PMA）刺激したSHRの好中球における活性酸素産生はβ2特異的阻害剤で有意に抑制された。Western blotting
法の解析では、SHRの好中球でPKCαおよびNADPH oxidaseのp47phoxが活性化されていた。 
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